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は
じ
め
に
あ
る
べ
き
武
士
の
あ
り
方
を
熱
心
に
求
め
る
三
〇
歳
を
少
し
ば
か
り
越
え
た
一
人
の
武
士
に
向
か
っ
て
、
そ
の
彼
よ
り
は
二
〇
歳
近
く
齢
を
重
ね
た
山
本
常
朝
二
六
五
九
～
一
七
二
一
)
は
、
「
喧
嘩
」
に
お
い
て
武
士
の
と
る
べ
き
態
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
『
葉
隠
』
の
よ
く
知
ら
れ
た
〓
即
で
あ
る
。
何
某
喧
嘩
打
返
を
せ
ぬ
ゆ
へ
は
じ
に
成
た
り
。
打
返
の
仕
様
は
踏
懸
て
切
殺
さ
る
1
事
也
。
是
迄
に
て
恥
に
不
成
也
。
仕
果
す
べ
き
と
お
も
ふ
故
、
間
に
不
合
。
向
は
大
勢
杯
と
い
ひ
候
時
、
時
を
移
し
へ
〆
り
、
止
に
成
相
談
に
極
る
也
。
相
手
何
千
人
も
あ
れ
、
片
端
よ
り
な
「
長
崎
喧
嘩
」
の
披
紋
佐
久
間
正
二
で
切
と
思
ひ
定
て
向
ふ
迄
也
。
成
就
也
。
多
分
仕
澄
す
も
の
也
。
又
浅
野
殿
浪
人
夜
討
も
泉
岳
寺
に
て
腹
切
ぬ
が
落
度
也
。
又
、
主
を
討
せ
て
敵
を
討
こ
と
延
々
也
。
若
其
中
に
吉
良
殿
病
死
の
時
は
残
念
千
万
也
。
上
方
衆
は
智
恵
か
し
こ
き
故
、
褒
ら
る
1
仕
様
は
上
手
な
れ
(
1
)
共
、
長
崎
喧
嘩
の
や
う
に
無
分
別
に
す
る
事
は
な
ら
れ
ぬ
也
。
常
朝
は
、
武
士
の
「
喧
嘩
」
は
結
果
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
あ
れ
こ
れ
達
巡
し
て
い
る
う
ち
に
、
武
士
と
し
て
の
恥
を
と
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
強
調
し
、
決
意
堅
く
直
ち
に
相
手
に
向
か
う
こ
と
が
肝
要
だ
と
言
う
。
そ
う
し
た
点
か
ら
見
れ
ば
、
あ
の
赤
穂
浪
士
た
ち
の
吉
良
邸
討
ち
入
り
も
僚
侍
に
す
ぎ
ず
、
事
後
の
態
度
も
武
士
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
「
上
方
風
の
打
上
り
た
る
」
赤
穂
浪
士
た
ち
の
態
度
が
皮
肉
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
長
崎
喧
嘩
」
に
お
け
る
「
無
分
別
」
が
武
士
の
と
る
べ
き
態
度
と
し
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
の
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
長
崎
喧
嘩
の
「
無
分
別
」
と
は
1
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
常
朝
が
上
述
の
よ
う
な
感
慨
を
洩
ら
し
て
か
ら
へ
二
〇
年
余
り
経
た
の
ち
、
豪
商
三
井
家
の
三
代
八
郎
右
衛
門
高
房
(
〓
ハ
八
四
～
一
七
四
八
)
は
、
京
都
を
中
心
と
す
る
大
商
人
の
興
起
と
没
落
と
を
自
家
の
教
誠
の
た
め
に
ま
と
め
'
『
町
人
考
見
録
』
と
題
し
た
そ
の
著
作
の
政
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
先
祖
は
家
業
よ
く
勤
置
て
、
畢
竟
子
孫
へ
田
野
の
畦
筋
の
溝
を
付
る
が
ご
と
く
、
子
孫
時
々
み
ぞ
を
さ
ら
へ
て
よ
く
水
を
通
し
へ
田
畑
の
草
を
と
り
、
耕
に
ひ
と
し
。
商
の
掛
引
、
時
節
に
し
た
が
ひ
考
を
擬
し
、
時
を
見
変
を
お
も
ふ
べ
し
。
其
商
と
き
ど
き
気
を
入
ざ
る
時
は
、
溝
を
さ
ら
へ
ず
、
田
畑
の
草
を
と
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
店
ぶ
り
あ
し
く
成
り
、
よ
き
家
督
を
失
ふ
。
必
其
職
に
あ
ら
ざ
る
事
に
心
を
費
す
こ
と
な
か
れ
o
町
人
の
武
士
の
真
似
、
神
儒
仏
の
道
は
、
心
裏
の
守
り
た
り
と
い
ヘ
ビ
も
、
そ
れ
に
ふ
か
く
は
ま
る
時
は
、
却
て
家
を
放
(
2
)
る
。
ま
し
て
其
外
の
遊
芸
を
や
。
只
暫
も
忘
ざ
る
も
の
は
家
業
な
り
と
し
る
べ
し
0
町
人
に
と
っ
て
は
、
家
業
を
よ
く
勤
め
へ
先
祖
か
ら
伝
え
ら
れ
た
家
督
を
子
孫
に
伝
え
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
武
士
の
真
似
を
し
た
り
'
心
の
修
養
と
な
る
神
儒
仏
の
道
に
も
深
く
は
ま
り
こ
み
耽
溺
し
て
し
ま
う
こ
と
は
厳
し
く
戒
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
武
士
と
は
異
な
っ
た
町
人
の
あ
り
方
が
、
明
確
に
自
覚
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
蹟
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
上
述
の
よ
う
な
町
人
意
識
を
吐
露
し
た
の
ち
に
、
高
房
が
そ
の
反
面
教
師
と
し
て
真
っ
先
に
指
摘
し
た
の
は
、
西
鶴
の
『
日
本
永
代
蔵
』
(
三
の
1
)
に
も
代
表
的
材
木
屋
の
1
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
江
戸
の
伏
見
屋
四
郎
兵
衛
の
没
落
と
と
も
に
、
長
崎
の
高
木
彦
右
衛
門
家
の
滅
亡
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
'
こ
の
高
木
彦
右
衛
門
家
の
滅
亡
を
も
た
ら
し
た
事
件
こ
そ
、
先
に
指
摘
し
た
常
朝
の
い
う
長
崎
喧
嘩
で
あ
っ
た
。
前
引
の
『
町
人
考
見
録
』
の
文
章
は
、
次
の
文
章
に
続
い
て
い
る
。
愛
に
江
戸
伏
見
屋
四
郎
兵
衛
と
い
う
も
の
、
其
親
材
木
屋
に
て
、
時
節
よ
く
仕
合
し
、
倖
四
郎
兵
衛
代
に
成
り
へ
こ
と
の
外
気
が
さ
者
に
て
、
花
雇
を
好
み
、
京
へ
も
折
々
罷
上
り
、
二
代
目
の
三
井
浄
貞
、
其
子
三
郎
左
衛
門
と
四
郎
兵
衛
娘
縁
組
す
と
い
ヘ
ビ
も
、
四
郎
兵
衛
行
跡
を
聞
つ
た
へ
、
さ
す
が
其
身
商
売
に
う
と
き
浄
貞
な
れ
ど
も
、
後
々
を
考
、
離
縁
せ
り
。
其
後
四
郎
兵
衛
、
長
崎
に
て
銀
高
五
千
貫
目
の
代
物
啓
の
事
を
願
ひ
、
運
上
を
さ
し
上
げ
願
相
調
候
て
、
長
崎
へ
二
年
罷
下
り
、
彼
地
の
地
下
人
又
は
寺
社
か
た
へ
、
大
分
の
金
銀
を
わ
け
と
ら
せ
、
洛
東
の
真
如
堂
に
稲
荷
社
・
大
師
堂
、
並
常
念
仏
の
1
字
を
建
立
す
o
尤
其
身
の
栄
耀
、
人
々
目
を
お
ど
ろ
か
す
所
に
、
長
崎
町
年
寄
高
木
彦
右
衛
門
、
伏
見
屋
の
運
上
を
相
増
し
願
ふ
に
よ
り
、
則
伏
見
屋
は
召
上
ら
れ
て
、
高
木
是
を
勤
む
。
夫
故
四
郎
兵
衛
せ
ん
か
た
な
く
成
行
、
二
十
年
を
経
て
異
は
喰
物
も
な
く
飢
死
い
た
し
、
さ
て
高
木
は
、
右
公
用
の
御
為
よ
く
致
し
候
故
へ
帯
刀
を
ね
が
ひ
、
長
崎
の
御
船
を
あ
づ
か
り
、
威
勢
を
振
ふ
。
然
る
に
高
木
が
世
倖
彦
八
が
子
出
生
し
て
、
宮
参
り
に
路
次
あ
し
き
折
節
、
鍋
島
殿
御
家
中
何
某
殿
の
軽
き
侍
通
り
か
1
り
、
其
か
た
よ
り
彦
右
衛
門
が
孫
の
供
廻
り
に
、
土
足
の
け
あ
げ
か
ゝ
り
申
と
て
'
仲
間
ど
も
詞
あ
ら
に
い
ひ
ち
ら
し
、
其
上
供
よ
り
帰
り
候
て
、
傍
輩
を
も
よ
ほ
し
、
彼
何
某
ど
の
1
屋
敷
へ
大
勢
参
り
候
て
、
狼
籍
無
礼
し
て
罷
帰
る
。
彦
右
衛
門
は
此
事
夢
に
も
し
ら
ず
。
さ
て
翌
日
未
明
に
、
高
木
か
た
へ
何
某
殿
の
家
頼
大
勢
、
其
外
い
す
は
や
(
諌
早
)
よ
り
も
加
勢
と
相
見
へ
、
百
余
の
人
数
後
詰
す
。
時
に
彼
侍
、
高
木
が
事
に
参
り
、
彼
狼
籍
の
中
間
ど
も
を
出
し
候
や
う
に
と
申
侯
へ
ど
も
、
何
か
と
申
出
ざ
る
う
ち
に
、
数
十
人
切
入
候
へ
ど
も
、
根
は
町
人
の
事
故
、
或
は
屋
ね
越
に
逃
退
き
、
又
は
犀
を
の
り
て
隣
へ
は
し
り
、
高
木
が
世
惇
彦
八
も
立
退
、
家
内
に
相
手
に
成
も
の
無
之
、
終
に
彦
右
衛
門
は
討
れ
死
す
O
彼
相
手
の
侍
1
人
、
高
木
が
玄
関
に
て
腹
を
切
、
惣
勢
は
引
と
り
ぬ
。
さ
て
後
日
に
、
公
儀
の
御
沙
汰
と
し
て
、
彦
八
儀
は
親
討
れ
侯
節
、
立
退
申
し
か
た
不
届
き
に
付
、
高
木
が
家
財
は
没
収
せ
ら
れ
、
後
彦
八
は
京
の
大
仏
に
か
す
か
に
暮
し
居
申
候
由
。
此
高
木
元
の
町
人
な
ら
ば
、
ケ
様
の
儀
は
あ
る
ま
じ
き
に
、
著
り
の
心
よ
り
入
ざ
る
武
士
に
成
、
其
身
綾
の
権
を
以
て
、
地
下
人
を
か
ろ
し
め
侯
故
、
家
来
の
下
人
ま
で
も
上
を
ま
な
ぶ
と
哉
寛
に
て
、
機
の
仲
間
よ
り
事
起
り
へ
高
木
が
家
滅
亡
。
細
部
の
事
実
の
誤
認
は
見
ら
れ
る
に
せ
よ
'
事
件
の
経
緯
は
ほ
ぼ
右
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
、
高
房
の
事
件
に
対
す
る
関
心
が
並
々
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
佐
久
間
正
四
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
長
崎
喧
嘩
(
「
探
堀
騒
動
」
と
も
呼
ば
れ
る
)
と
い
う
一
つ
の
事
実
-
事
件
か
ら
二
人
が
く
み
と
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
彼
ら
が
拠
っ
て
立
つ
社
会
的
位
置
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
山
本
常
朝
は
、
そ
こ
に
お
け
る
武
士
た
ち
の
行
動
の
う
ち
に
、
太
平
の
安
逸
な
生
活
の
な
か
に
お
い
て
な
お
激
し
く
示
さ
れ
た
武
士
の
生
き
ざ
ま
を
見
、
一
方
、
三
井
高
房
は
、
町
人
か
ら
武
士
に
成
り
上
が
り
比
類
の
な
い
権
勢
を
極
め
た
か
に
み
え
た
者
が
あ
え
な
く
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
事
実
に
、
豪
商
三
井
家
の
当
主
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
自
ら
が
生
き
て
い
る
社
会
に
お
け
る
町
人
の
身
の
処
し
方
の
あ
や
う
さ
を
深
い
畏
れ
を
以
て
実
感
し
た
の
で
あ
る
。
既
に
し
て
、
近
世
の
武
士
道
論
お
よ
び
町
人
思
想
の
そ
れ
ぞ
れ
代
表
人
物
と
目
さ
れ
る
山
本
常
朝
と
三
井
高
房
と
に
、
こ
の
よ
う
な
感
慨
を
抱
か
し
め
た
長
崎
喧
嘩
は
、
そ
の
二
年
後
に
勃
発
し
た
赤
穂
浪
士
の
吉
良
邸
討
入
り
事
件
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
含
意
は
異
な
る
に
せ
よ
、
徳
川
社
会
と
そ
こ
に
生
き
る
人
々
を
思
想
的
に
吟
味
す
る
手
が
か
り
を
供
す
る
と
い
う
意
味
で
、
確
か
に
思
想
史
的
な
事
件
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
事
件
の
投
げ
か
け
た
問
題
の
深
刻
さ
の
程
度
も
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
'
赤
穂
事
件
と
は
異
な
り
、
長
崎
喧
嘩
を
そ
の
よ
(
3
)
う
な
視
角
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
は
従
来
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
長
崎
喧
嘩
に
関
す
る
史
料
を
整
理
し
、
次
に
事
件
の
背
景
、
経
過
、
事
後
処
理
、
後
代
へ
の
波
紋
な
ど
を
追
い
な
が
ら
、
思
想
が
形
成
さ
れ
'
そ
れ
ら
が
対
時
あ
る
い
は
交
流
す
る
場
と
し
て
の
徳
川
社
会
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
。
(
1
)
引
用
は
、
『
日
本
思
想
大
系
2
6
三
河
物
語
葉
隠
』
所
収
の
も
の
に
拠
る
。
(
2
)
引
用
は
、
『
日
本
思
想
大
系
5
9
近
世
町
人
思
想
』
所
収
の
も
の
に
拠
る
。
(
3
)
以
上
指
摘
し
た
よ
う
な
視
点
か
ら
、
赤
穂
事
件
を
思
想
史
的
に
考
察
し
た
も
の
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
源
了
園
r
近
世
武
家
思
想
の
諸
相
と
赤
穂
事
件
を
め
ぐ
る
問
題
」
(
『
日
本
思
想
大
系
月
報
4
3
』
、
一
九
七
四
)
、
石
井
紫
郎
「
解
説
」
(
『
日
本
思
想
史
大
系
2
7
近
世
武
家
思
想
』
 
、
一
九
七
四
、
石
井
紫
郎
『
日
本
国
制
史
研
究
Ⅱ
日
本
人
の
国
家
生
活
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
1
九
八
六
、
に
再
録
)
、
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
-
幕
藩
制
の
思
想
構
造
-
也
(
吉
川
弘
文
館
、
1
九
七
八
)
、
小
島
康
敬
「
赤
穂
浪
士
打
入
り
事
件
を
め
ぐ
る
論
争
」
(
今
井
淳
、
小
津
富
夫
籍
F
日
本
思
想
論
争
史
』
、
ぺ
り
か
ん
社
、
1
九
七
九
)
。
一
「
長
崎
喧
嘩
」
に
関
す
る
史
料
「
長
崎
喧
嘩
」
に
関
す
る
史
料
の
う
ち
管
見
に
ふ
れ
た
も
の
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
-
事
件
の
経
過
や
事
後
処
理
な
ど
に
つ
い
て
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
。
①
『
深
堀
騒
動
ノ
件
』
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
へ
写
本
一
冊
。
安
永
九
年
二
七
八
〇
)
写
。
虫
食
い
が
多
い
。
②
『
深
堀
喧
嘩
記
』
東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵
、
写
本
t
冊
O
天
明
六
年
(
T
七
八
六
)
の
後
記
が
あ
る
.
拙
劣
な
字
で
、
誤
字
が
多
い
。
(
1
)
③
『
長
崎
喧
嘩
録
』
個
人
蔵
、
写
本
一
冊
。
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
写
。
(
2
)
④
『
高
木
家
騒
動
見
聞
記
』
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
、
写
本
一
冊
。
内
題
「
長
崎
高
木
彦
右
衛
門
家
断
絶
見
聞
記
」
 
。
⑤
『
長
崎
高
木
彦
右
衛
門
滅
亡
見
聞
実
録
』
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
、
「
望
月
庵
桂
岳
開
音
」
と
合
わ
せ
て
写
本
一
冊
。
③
『
鍋
島
官
左
衛
門
高
木
彦
右
衛
門
家
来
御
裁
許
』
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
、
写
本
一
冊
。
⑦
『
長
崎
闘
詳
記
』
佐
賀
県
立
図
書
館
に
は
、
同
名
の
も
の
が
次
の
仙
～
㈲
の
五
冊
あ
る
o
仙
外
題
「
長
崎
闘
詳
記
完
」
 
、
内
題
「
長
崎
闘
詳
記
」
冒
頭
部
分
は
以
下
の
通
り
。
ま
た
文
中
訂
正
の
語
が
あ
る
。
「
是
ハ
元
禄
十
三
年
也
十
二
年
ハ
あ
や
ま
り
也
(
朱
筆
)
一
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
五
佐
久
間
正
千
時
元
禄
十
二
年
卯
極
月
十
九
日
の
事
な
る
に
(
以
下
略
)
」
末
尾
に
、
以
下
の
記
載
が
あ
る
。
「
天
保
十
五
甲
辰
歳
仲
夏
某
日
写
之
六
執
筆
持
主
サ
十
某
相
良
平
八
」
②
a
と
同
文
。
冒
頭
の
朱
筆
に
よ
る
訂
正
は
な
い
が
、
以
下
の
本
文
に
は
朱
筆
で
訂
正
が
あ
る
。
畑
山
と
同
文
O
訂
正
ず
み
の
も
の
。
物
、
矧
は
「
鍋
島
家
蔵
」
の
罫
紙
を
使
用
。
㈲
、
㈲
外
題
「
長
崎
闘
詳
記
完
」
 
、
内
題
な
し
。
仙
～
畑
と
は
異
文
で
あ
る
。
(
3
)
㈲
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
、
写
本
1
冊
。
後
記
に
、
「
右
ハ
鍋
島
侯
爵
家
蔵
本
書
写
之
者
也
/
昭
和
七
年
九
月
」
と
あ
る
が
、
軸
、
㈲
と
同
文
で
あ
り
、
そ
の
写
本
で
あ
る
。
事
件
に
関
す
る
記
事
が
収
録
さ
れ
た
も
の
。
:o:
①
『
犯
科
帳
』
寛
文
六
年
二
六
六
六
)
か
ら
慶
応
三
年
二
八
六
七
)
に
至
る
ま
で
の
長
崎
奉
行
所
の
判
決
記
録
。
(
5
)
②
『
寛
宝
日
記
』
寛
永
一
〇
年
(
1
六
三
三
)
五
月
よ
り
宝
永
五
年
(
1
七
〇
八
)
一
二
月
に
至
る
ま
で
の
長
崎
の
町
方
記
録
。
た
だ
し
、
元
禄
i
m
年
(
一
七
〇
〇
)
八
月
1
八
日
よ
り
同
年
1
二
月
二
1
日
ま
で
の
記
事
は
脱
落
し
て
い
る
。
(
6
)
③
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
た
だ
し
、
こ
の
日
録
に
は
、
元
禄
一
三
年
分
が
脱
落
し
て
い
る
。
④
『
葉
隠
』
「
聞
書
二
、
「
開
音
五
」
享
保
元
年
二
七
一
六
)
に
は
編
集
終
る
。
(
7
)
⑤
『
焼
残
反
古
』
「
洙
堀
の
者
長
崎
に
て
喧
嘩
の
事
」
佐
賀
藩
士
小
川
俊
方
著
、
享
保
九
年
成
る
。
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
。
⑥
『
町
人
考
見
録
』
「
践
」
享
保
t
l
年
か
ら
一
八
年
の
間
に
成
る
。
(
-
o
)
⑦
『
翁
草
』
巻
五
五
「
長
崎
高
木
彦
右
衛
門
の
事
」
神
沢
杜
口
著
、
安
永
五
年
二
七
七
六
)
に
成
る
。
(
9
)
⑧
『
長
崎
港
草
』
巻
六
「
高
木
貞
親
滅
亡
」
熊
野
正
紹
著
、
全
一
五
巻
、
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
に
成
る
。
(
2
)
⑨
『
壌
浦
又
綴
』
大
田
南
畝
著
、
文
化
二
年
二
八
〇
五
)
に
成
る
。
⑩
『
綱
茂
公
御
年
譜
』
巻
之
二
(
元
禄
十
三
年
の
条
)
「
深
堀
家
来
長
崎
喧
嘩
」
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
、
写
本
全
三
冊
、
文
化
一
一
年
に
成
る
。
(〓)
⑪
『
甲
子
夜
話
』
続
編
巻
八
二
。
松
浦
清
著
、
文
政
四
年
二
八
二
1
)
か
ら
天
保
1
二
年
(
1
八
四
1
)
の
間
執
筆
。
以
上
の
史
科
の
う
ち
、
事
件
に
関
し
て
比
較
的
詳
し
く
述
べ
て
い
る
も
の
は
、
I
に
属
す
る
も
の
と
、
Ⅱ
の
⑤
、
⑧
'
⑨
、
⑲
な
ど
で
あ
る
が
、
事
件
関
係
者
の
名
前
や
記
事
の
内
容
な
ど
の
類
似
か
ら
、
ほ
ぼ
事
実
を
伝
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
I
の
①
、
②
、
③
、
⑦
、
Ⅱ
の
⑤
、
⑩
の
グ
ル
ー
プ
と
、
の
ち
に
ふ
れ
る
妖
怪
譜
が
あ
る
な
ど
潤
色
の
著
し
い
I
の
④
、
⑤
、
Ⅲ
の
⑧
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
で
き
よ
う
。
ま
た
前
者
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
②
と
③
に
は
、
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
、
五
島
に
流
罪
と
な
っ
た
深
堀
の
武
士
た
ち
の
妻
子
に
関
す
る
叙
情
的
な
記
事
が
(
2
)
あ
り
、
両
書
は
さ
ら
に
近
似
の
史
料
と
言
え
よ
う
。
(
1
)
中
尾
正
美
『
郷
土
史
深
堀
』
(
1
九
六
五
)
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
(
2
)
中
尾
正
美
『
鍋
島
藩
深
堀
史
料
集
成
』
(
1
九
七
四
)
に
「
長
崎
高
木
彦
右
衛
門
家
断
絶
見
聞
記
」
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
七
佐
久
間
正
八
(
3
)
前
掲
『
鍋
島
藩
深
堀
史
料
集
成
』
に
抄
録
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
(
4
)
森
永
種
夫
編
に
よ
り
、
1
九
五
八
～
六
1
年
に
翻
刻
刊
行
、
全
〓
巻
。
(
5
)
森
永
種
夫
・
越
中
哲
也
F
寛
宝
日
記
と
犯
科
帳
』
(
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
七
)
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
同
日
記
は
、
恵
美
須
町
の
日
行
使
(
下
級
町
役
人
)
が
執
筆
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
(
6
)
『
大
日
本
近
世
史
料
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
7
)
こ
の
粂
の
み
、
『
日
本
思
想
大
系
2
6
三
河
物
詩
葉
隠
』
の
補
注
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
(
8
)
『
日
本
随
筆
大
成
第
三
期
』
(
古
川
弘
文
館
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
9
)
森
永
種
夫
・
丹
羽
漢
書
の
両
氏
に
よ
り
翻
刻
さ
れ
て
い
る
(
長
崎
文
献
社
、
1
九
七
三
)
。
(
2
)
*
大
田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
(
岩
波
書
店
、
1
九
八
六
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
長
崎
喧
嘩
に
関
す
る
記
事
は
、
南
畝
在
崎
当
時
後
興
善
町
乙
名
で
あ
っ
た
末
次
忠
助
所
蔵
の
「
長
崎
旧
記
」
か
ら
抄
出
し
た
と
あ
る
。
な
お
本
記
事
に
つ
い
て
は
'
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
学
生
若
松
正
志
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
。
(
3
)
『
東
洋
文
庫
』
(
平
凡
社
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
ほ
)
長
崎
市
立
博
物
館
に
は
、
『
高
木
彦
右
衛
門
滅
亡
見
聞
』
、
『
高
木
1
件
望
月
毒
因
果
物
語
』
の
二
冊
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
未
見
で
あ
る
。
二
「
長
崎
喧
嘩
」
事
件
後
に
長
崎
喧
嘩
あ
る
い
は
深
堀
騒
動
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
事
件
の
発
端
は
、
見
様
に
よ
っ
て
は
た
わ
い
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
件
の
概
要
は
先
に
引
用
し
た
『
町
人
考
見
録
』
の
一
節
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
の
前
提
で
も
あ
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
歴
史
的
事
実
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
で
紹
介
し
た
よ
う
に
事
件
を
記
録
し
た
も
の
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
事
実
を
記
し
た
も
の
と
し
て
は
お
そ
ら
く
最
も
信
頼
し
う
る
と
思
わ
れ
る
『
長
崎
闘
詳
記
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
事
件
の
概
要
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
元
禄
一
三
年
(
1
七
〇
〇
)
1
二
月
1
九
日
、
長
崎
の
町
中
に
お
い
て
、
鍋
島
藩
家
老
鍋
島
官
左
衛
門
茂
久
(
長
崎
に
近
接
す
る
深
堀
六
千
石
の
領
主
)
の
家
臣
で
あ
る
探
堀
三
右
衛
門
と
柴
原
武
右
衛
門
の
二
人
の
武
士
と
、
町
年
寄
の
出
身
で
当
時
幕
府
か
ら
帯
刀
・
駕
龍
を
許
さ
れ
、
八
〇
俵
の
切
米
を
受
け
て
い
た
長
崎
貿
易
実
務
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
高
木
彦
右
衝
門
の
下
人
と
が
、
さ
さ
い
な
こ
E
か
ら
口
論
と
な
り
、
債
激
し
た
下
人
ら
が
仲
間
を
語
ら
い
、
三
右
衛
門
と
武
右
衛
門
が
滞
在
し
て
い
た
鍋
島
官
左
衛
門
の
長
崎
屋
敷
に
押
入
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
い
に
く
屋
敷
に
は
当
時
彼
ら
の
他
に
家
臣
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
の
二
人
の
武
士
は
下
人
ら
の
狼
籍
に
抗
し
え
ず
、
主
君
の
屋
敷
を
疎
珊
さ
れ
打
榔
さ
れ
た
う
え
自
ら
の
大
小
両
刀
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
武
士
と
し
て
は
恥
ず
べ
き
失
態
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
三
右
衛
門
と
武
右
衛
門
は
、
下
人
ら
が
帰
っ
た
の
ち
、
自
ら
の
住
す
る
探
堀
に
変
事
を
伝
え
応
援
を
求
め
る
や
、
当
日
深
夜
か
ら
翌
日
未
明
に
か
け
て
探
堀
か
ら
急
速
駆
付
け
た
縁
者
、
朋
輩
の
武
士
ら
と
共
に
報
復
の
た
め
高
木
彦
右
衛
門
の
屋
敷
を
襲
撃
し
、
お
そ
ら
く
は
事
件
に
直
接
関
係
し
な
か
っ
た
と
思
(
2
)
わ
れ
る
彦
右
衛
門
を
は
じ
め
家
人
達
を
殺
害
す
る
に
至
っ
た
。
事
態
に
驚
い
た
長
崎
奉
行
は
、
殺
害
さ
れ
た
高
木
彦
右
衛
門
が
公
儀
の
御
用
を
勤
め
幕
府
の
禄
を
食
む
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
幕
閣
に
裁
断
を
仰
い
だ
の
ち
'
翌
年
三
月
二
一
日
、
事
件
関
係
者
に
次
の
よ
う
な
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
高
木
彦
八
郎
旧
臓
、
鍋
島
官
左
衛
門
家
来
押
入
、
親
彦
右
衛
門
討
取
候
節
、
其
場
江
も
不
出
合
儀
不
屈
至
極
二
付
、
依
御
下
知
長
崎
五
里
四
方
追
放
之
、
家
財
家
屋
敷
令
開
所
者
也
.
御
樺
の
所
々
京
江
戸
大
阪
右
之
所
々
不
可
令
居
住
者
也
。
松
平
信
濃
守
内
鍋
島
官
左
衛
門
家
来
(
十
人
の
名
前
略
)
右
拾
人
之
者
、
旧
膿
へ
傍
輩
柴
原
武
右
衛
門
探
堀
三
右
衛
門
と
高
木
彦
右
衛
門
下
人
及
口
論
侯
上
'
彦
右
衛
門
宅
江
押
入
候
。
第
1
大
勢
相
催
'
処
を
も
さ
は
か
し
候
儀
不
屈
至
極
候
条
、
可
行
死
罪
候
。
右
之
旨
依
御
下
知
申
渡
之
侯
。
以
上
。
三
月
二
十
1
日
鍋
島
官
左
衛
門
家
来
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
九
佐
久
間
正
(
九
人
の
名
前
略
)
右
九
人
之
者
、
旧
臓
、
高
木
彦
右
衛
門
宅
江
拾
人
之
傍
輩
共
押
入
候
節
、
跡
よ
り
追
々
走
参
候
儀
、
大
勢
相
催
第
一
所
を
も
さ
は
が
し
不
屈
至
極
候
。
然
共
手
合
不
仕
候
付
、
依
御
下
知
五
島
江
令
流
刑
者
也
。
(
中
略
)
高
木
彦
右
衛
門
家
人
(
八
人
の
名
前
略
)
旧
臓
、
鍋
島
官
左
衛
門
家
来
と
又
助
口
論
之
上
、
大
勢
申
合
官
左
衛
門
抱
屋
敷
江
押
入
、
狼
籍
候
付
及
騒
動
へ
主
人
彦
右
衛
門
為
致
殺
害
侯
之
儀
勇
依
為
重
科
、
八
人
共
行
死
罪
者
也
。
(
3
)
三
月
二
十
一
日
三
右
衛
門
と
武
右
衛
門
の
二
人
は
'
高
木
彦
右
衛
門
殺
害
直
後
自
害
し
、
彼
ら
を
支
援
し
た
深
堀
の
武
士
の
う
ち
1
0
名
が
死
罪
と
な
り
、
九
(
4
)
名
が
五
島
へ
流
罪
と
な
っ
た
。
高
木
家
側
で
は
、
当
主
彦
右
衛
門
ら
が
殺
害
さ
れ
、
事
件
に
直
接
関
わ
っ
た
下
人
八
人
が
死
罪
に
な
っ
た
ほ
か
、
彦
右
衛
門
の
息
子
彦
八
郎
も
「
親
彦
右
衛
門
討
取
候
節
、
其
場
江
も
不
出
合
儀
不
屈
至
極
」
と
い
う
理
由
で
長
崎
を
追
放
さ
れ
、
高
木
家
の
家
財
屋
敷
は
関
所
と
い
う
重
い
処
分
を
受
け
た
。
こ
う
し
て
三
井
高
房
の
言
う
ご
と
く
「
高
木
が
家
滅
亡
」
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
長
崎
喧
嘩
の
概
要
で
あ
る
。
事
件
に
お
け
る
探
堀
の
武
士
た
ち
の
直
情
的
な
行
動
を
「
長
崎
喧
嘩
の
無
分
別
」
と
い
う
屈
折
し
た
表
現
に
よ
っ
て
評
価
し
た
山
本
常
朝
や
、
事
件
の
う
ち
に
自
ら
の
破
滅
を
招
い
た
高
木
彦
右
衛
門
の
「
馨
り
の
心
」
を
別
挟
し
た
三
井
高
房
は
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
事
件
の
意
味
す
る
も
の
の
1
班
を
確
か
に
捉
え
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
が
合
意
す
る
思
想
史
的
な
意
味
は
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
.
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
、
以
下
三
で
は
深
堀
(
佐
賀
藩
)
-
長
崎
奉
行
-
慕
閣
の
側
か
ら
事
件
を
追
い
、
四
で
は
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
元
禄
期
の
長
崎
と
の
ち
事
件
の
悪
役
と
し
て
定
着
す
る
に
至
る
高
木
彦
右
衛
門
の
実
像
に
迫
り
な
が
ら
、
町
人
層
に
お
け
る
長
崎
喧
嘩
の
受
け
と
め
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
(
1
)
雪
解
け
の
ぬ
か
る
み
道
で
あ
っ
た
た
め
、
三
右
衛
門
の
は
ね
た
泥
が
、
下
人
の
一
人
に
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(
2
)
当
時
長
崎
警
備
は
福
岡
藩
と
佐
賀
落
と
が
交
替
で
担
当
し
て
い
た
が
、
佐
賀
藩
の
な
か
で
探
堀
の
負
担
は
過
重
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
探
堀
の
不
満
と
焦
慮
が
、
長
崎
会
所
貿
易
に
よ
り
日
の
出
の
勢
い
で
あ
っ
た
彦
右
衛
門
に
向
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
中
村
質
氏
は
推
測
し
て
い
る
(
『
長
崎
県
史
対
外
交
渉
編
』
 
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
、
第
四
章
第
二
節
)
。
確
か
に
、
事
件
の
背
景
に
は
、
今
を
と
き
め
く
彦
右
衛
門
の
権
勢
を
か
さ
に
き
た
下
人
た
ち
の
、
武
士
と
は
い
え
陪
臣
の
下
級
の
侍
に
す
ぎ
な
い
深
堀
の
者
た
ち
へ
の
あ
る
対
抗
意
識
や
、
ま
た
一
方
深
堀
の
武
士
た
ち
の
、
彦
右
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
長
崎
の
上
層
町
人
た
ち
に
対
す
る
屈
折
し
た
不
満
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
推
測
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
(
3
)
前
掲
『
犯
科
帳
』
に
拠
る
。
(
4
)
五
島
へ
流
罪
と
な
っ
た
九
名
は
、
宝
永
六
年
(
1
七
〇
九
)
の
将
軍
綱
吉
の
死
に
際
し
て
赦
免
さ
れ
た
。
三
長
崎
喧
嘩
の
波
紋
(
そ
の
こ
事
件
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
殺
害
さ
れ
た
高
木
彦
右
衛
門
が
公
儀
の
御
用
を
勤
め
幕
府
の
禄
を
食
ん
で
い
る
点
で
あ
っ
た
。
事
件
処
理
の
た
め
〓
1
月
二
四
日
来
崎
し
た
佐
賀
藩
の
鍋
島
左
太
夫
の
r
今
度
高
木
彦
右
衛
門
召
仕
と
拙
者
家
老
鍋
島
官
左
衛
門
家
来
及
喧
嘩
、
彦
右
衛
門
迄
も
打
果
侯
段
承
付
公
儀
御
用
等
も
承
者
侯
処
笑
止
二
存
侯
。
乍
然
最
(
1
)
前
町
人
ば
ら
法
外
之
致
方
之
段
も
承
知
罷
在
侯
」
と
い
う
言
に
対
し
て
、
長
崎
奉
行
林
土
佐
守
は
「
今
度
高
木
彦
右
衛
門
召
仕
法
外
之
致
方
(
中
略
)
召
仕
斗
之
義
候
得
ハ
我
々
支
配
申
付
義
二
候
得
共
、
彦
右
衛
門
弟
近
年
結
構
二
被
仰
付
御
用
を
も
弁
者
付
江
戸
へ
伺
申
候
」
と
述
べ
、
彦
右
衛
門
の
下
人
の
み
な
ら
ず
公
儀
の
御
用
を
勤
め
幕
府
の
禄
を
食
ん
で
い
る
彦
右
衛
門
自
身
を
殺
害
し
た
た
め
に
、
長
崎
奉
行
の
み
で
は
処
理
し
え
ず
幕
閣
に
裁
断
を
仰
い
だ
と
答
え
て
い
る
の
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。
次
に
い
ま
ひ
と
つ
は
よ
り
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
探
堀
の
武
士
た
ち
の
行
為
が
「
徒
党
」
を
結
ぶ
こ
と
を
禁
じ
、
「
私
之
評
論
」
を
厳
し
く
:
e
邑
戒
め
た
武
家
諸
法
度
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
武
家
諸
法
度
に
ふ
れ
る
と
す
れ
ば
、
深
堀
の
武
士
の
み
で
は
な
く
彼
ら
の
仕
え
る
深
堀
官
左
衛
門
は
勿
論
そ
の
主
君
に
あ
た
る
鍋
島
信
渡
守
綱
茂
に
も
責
任
が
及
び
か
ね
な
い
。
事
件
直
後
そ
の
処
理
の
た
(
3
)
め
に
奔
走
し
た
佐
賀
藩
の
長
崎
聞
役
伊
香
賀
利
右
衛
門
の
処
理
方
針
が
、
そ
の
疑
い
を
晴
ら
す
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
佐
久
間
正
一
二
利
右
衛
門
は
、
奉
行
所
に
届
け
出
る
彦
右
衛
門
屋
敷
を
襲
撃
し
た
者
の
リ
ス
ト
に
関
し
て
、
「
此
節
の
行
懸
主
人
口
l
二
類
傍
輩
共
外
聞
を
存
切
入
候
者
共
必
死
の
覚
悟
二
而
、
縦
令
何
拾
人
手
向
候
共
物
の
数
共
不
存
、
悉
切
捨
申
所
存
二
而
罷
在
出
た
る
事
二
侯
得
ハ
、
此
内
の
何
其
々
々
と
人
指
私
差
図
不
罷
成
候
。
尤
も
駆
付
候
遅
速
ハ
有
之
候
得
共
、
手
当
ハ
不
仕
者
も
志
は
同
然
の
事
条
、
書
左
衛
門
を
始
皆
々
切
入
候
段
倹
使
被
参
候
バ
ー
被
相
違
候
」
と
述
べ
、
事
件
に
関
与
し
た
者
の
人
数
を
限
定
し
よ
う
と
し
な
い
深
堀
の
家
臣
田
代
音
左
衛
門
に
向
か
っ
て
、
「
一
往
尤
二
相
聞
候
。
併
此
大
勢
書
出
候
而
ハ
徒
党
を
結
た
る
様
二
相
成
、
後
日
公
私
の
御
不
為
に
も
相
成
候
条
、
五
七
人
と
相
極
名
書
差
出
侯
」
と
説
得
し
、
そ
れ
で
も
彼
ら
が
承
知
し
よ
う
と
し
な
い
の
で
「
御
公
私
し
不
顧
後
難
自
分
の
意
地
を
立
候
処
不
宜
し
と
厳
し
く
言
い
わ
た
し
、
よ
う
や
く
リ
ス
ト
を
提
出
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
利
右
衛
門
の
言
葉
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
も
の
こ
そ
、
先
の
点
に
対
す
る
お
そ
れ
で
あ
っ
た
。
以
上
の
問
題
を
事
件
が
は
ら
ん
で
い
た
た
め
に
、
長
崎
奉
行
と
し
て
も
軽
々
に
は
判
決
を
出
し
え
ず
、
幕
閣
の
裁
定
を
仰
が
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
幕
閣
の
議
論
の
1
端
は
、
翌
年
1
月
二
三
日
、
江
戸
か
ら
の
書
簡
に
よ
っ
て
佐
賀
に
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
。
御
老
中
方
御
列
座
'
今
度
喧
嘩
御
裁
許
御
詮
議
之
節
、
柳
沢
出
羽
守
殿
牧
野
備
中
守
殿
御
申
候
者
、
官
左
衛
門
家
来
共
之
仕
方
為
強
過
働
之
様
こ
も
侯
得
共
、
鍋
島
之
家
風
二
侯
へ
パ
ケ
様
可
有
之
章
二
候
。
以
前
立
花
と
鍋
島
取
合
之
節
官
左
衛
門
先
祖
七
右
衛
門
勇
気
之
働
聞
及
当
り
鍋
島
之
家
柄
二
喧
嘩
仕
た
両
と
御
申
候
得
ハ
、
御
大
老
阿
部
豊
後
守
殿
御
申
:
ハ
、
町
人
は
ら
と
し
て
官
左
衛
門
屋
敷
江
踏
懸
参
剰
大
小
を
取
候
儀
、
右
之
通
之
仕
方
二
而
は
鍋
島
之
家
風
中
二
間
中
事
二
而
無
之
、
以
前
柳
川
有
馬
二
而
も
抜
群
之
働
為
仕
其
家
之
家
来
共
二
候
得
ハ
、
昔
之
強
み
今
二
相
残
た
り
。
さ
れ
は
主
人
健
気
な
れ
ハ
其
水
を
飲
犬
も
能
人
を
喰
と
言
二
哉
と
御
中
候
得
ハ
、
御
同
席
之
御
方
之
御
同
意
之
挨
拶
有
之
、
犬
か
り
ん
と
云
声
二
睡
醍
た
り
と
御
中
候
処
、
豊
後
守
御
申
二
は
、
彦
右
衛
門
儀
公
儀
之
侍
二
両
無
之
、
先
年
萩
原
近
江
守
下
向
之
節
、
米
六
拾
俵
被
申
付
刀
を
被
免
町
年
寄
之
上
席
と
申
迄
二
両
町
人
二
侯
0
倍
深
堀
家
来
彦
右
衛
門
押
懸
参
候
節
、
喧
嘩
之
相
手
差
出
候
様
こ
と
申
断
相
手
不
出
会
二
付
直
二
切
入
候
得
ハ
、
事
も
無
之
切
腹
二
可
相
威
儀
侯
。
乍
然
め
い
め
い
切
人
相
手
ハ
切
不
申
余
の
者
共
を
切
大
勢
押
懸
参
候
得
ハ
、
徒
党
之
様
二
相
聞
御
大
法
も
有
之
処
候
。
め
い
め
い
切
入
候
哉
、
又
相
手
を
差
出
候
様
こ
と
申
断
候
上
二
両
右
之
仕
方
二
候
哉
、
二
十
壱
人
之
者
必
死
之
体
二
而
如
斯
と
相
聞
一
国
之
外
聞
潔
事
候
。
官
左
衛
門
ハ
折
節
在
佐
憲
二
而
曾
而
不
存
儀
二
候
。
然
ハ
身
上
二
相
懸
可
申
様
無
之
、
彦
右
衛
門
俸
彦
八
町
人
と
ハ
乍
申
其
場
二
不
出
会
臆
病
者
二
候
。
柳
沢
出
羽
守
は
当
時
御
側
御
用
人
で
あ
り
、
牧
野
備
中
守
(
備
後
守
)
は
御
側
御
用
人
を
数
年
前
に
辞
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
将
軍
綱
吉
の
寵
臣
で
あ
っ
た
。
阿
部
豊
後
守
は
大
老
で
は
な
く
老
中
で
あ
り
、
彼
の
他
に
は
稲
美
美
濃
守
・
大
久
保
加
賀
守
二
戸
田
山
城
守
・
土
屋
相
模
守
が
老
中
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
間
で
、
深
堀
の
武
士
た
ち
の
行
動
は
度
を
過
ぎ
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
尚
武
に
満
ち
た
「
鍋
島
の
家
風
」
か
ら
す
れ
ば
あ
り
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
「
鍋
島
の
家
風
」
を
つ
く
り
あ
げ
た
戦
国
期
お
よ
び
島
原
天
草
一
校
に
お
け
る
武
勇
が
憩
起
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
主
人
健
気
な
れ
ば
そ
の
水
を
飲
む
犬
も
よ
く
人
を
喰
う
」
と
い
う
成
句
が
思
い
合
わ
さ
れ
、
探
堀
の
武
士
の
行
動
は
「
鍋
島
の
家
風
」
を
今
に
発
揮
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
理
解
が
幕
閣
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
じ
大
名
と
し
て
の
利
害
関
心
か
ら
、
鍋
島
藩
の
歴
史
と
伝
統
の
賛
美
を
ふ
ま
え
た
こ
の
よ
う
な
理
解
さ
ら
に
い
え
ば
予
断
が
'
深
堀
の
武
士
た
ち
の
行
動
を
裁
断
す
る
前
提
と
し
て
、
幕
閣
の
う
ち
に
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
裁
断
の
方
向
を
決
定
づ
け
る
「
予
断
」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
幕
閣
の
動
向
は
既
に
長
崎
奉
行
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
1
月
二
一
日
長
崎
奉
行
近
藤
備
中
守
の
許
に
御
進
物
を
届
け
に
行
っ
た
伊
香
賀
利
右
衛
門
の
前
で
、
備
中
守
は
同
役
の
土
佐
守
に
「
藻
堀
の
者
共
有
為
者
二
候
。
惣
而
御
家
の
儀
ハ
古
来
よ
り
武
勝
れ
た
る
事
共
承
及
候
処
御
中
候
得
ハ
共
通
二
両
候
。
旧
冬
深
堀
家
士
の
致
方
於
江
戸
も
宜
御
沙
汰
可
有
之
候
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
了
解
に
立
っ
て
、
三
井
高
房
が
武
士
に
成
り
上
っ
た
も
の
と
見
な
し
た
の
と
は
異
な
り
、
高
木
彦
右
衛
門
は
武
士
で
は
な
く
町
年
寄
の
上
席
に
す
ぎ
な
い
町
人
身
分
に
属
す
る
も
の
だ
と
裁
断
さ
れ
た
。
上
述
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
徒
党
に
関
す
る
「
大
法
」
に
抵
触
し
な
か
っ
た
か
ど
う
か
に
は
注
意
が
払
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
も
幕
閣
の
判
断
は
、
鍋
島
家
に
好
意
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
佐
賀
藩
側
が
、
「
徒
党
を
結
た
る
道
理
ニ
ハ
参
可
申
様
無
之
、
主
人
の
屋
敷
え
踏
込
参
侯
法
外
を
其
健
可
差
置
子
細
無
之
と
道
理
ハ
相
立
居
候
」
と
推
測
し
た
通
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
探
堀
の
武
士
た
ち
の
行
動
は
「
一
国
之
外
聞
潔
事
」
で
あ
り
藩
の
栄
誉
を
輝
か
せ
た
「
喧
M
凸
嘩
」
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
、
「
御
大
法
」
に
は
ふ
れ
な
い
通
例
の
事
件
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
事
件
の
直
接
の
当
事
者
で
あ
る
二
人
の
武
士
と
結
果
的
に
は
彼
ら
を
支
援
し
て
彦
右
衛
門
の
屋
敷
を
襲
撃
す
る
に
至
っ
た
他
の
探
堀
の
武
士
た
ち
と
を
区
別
し
て
考
え
る
と
、
両
者
の
間
に
は
憤
り
と
い
っ
て
も
そ
の
内
容
に
あ
る
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
『
長
崎
高
木
彦
右
衛
門
滅
亡
見
聞
実
録
』
に
は
'
長
崎
の
屋
敷
が
蹟
欄
さ
れ
家
中
の
二
人
が
大
小
両
刀
を
奪
わ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
時
の
、
深
堀
に
お
け
る
そ
の
対
策
を
検
討
し
た
評
議
で
の
あ
る
武
士
の
発
言
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
O
こ
の
7
段
は
『
長
崎
闘
詳
記
』
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
佐
久
間
正
丁
四
系
列
の
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
事
実
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
が
、
事
件
に
関
係
す
る
武
士
の
内
面
を
う
か
が
う
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
各
々
仰
候
処
ハ
た
だ
た
だ
喧
嘩
の
し
だ
ひ
を
な
ん
い
き
と
ふ
り
て
覚
へ
候
。
其
義
に
は
す
る
ま
じ
く
、
先
ハ
主
人
の
屋
敷
に
町
人
ば
ら
ふ
み
か
け
狼
籍
い
た
し
候
た
ん
以
外
な
る
事
に
侯
。
い
つ
れ
も
静
譜
の
お
ぼ
し
に
候
得
と
も
、
こ
の
事
右
衛
門
に
お
ゐ
て
は
、
彼
二
人
の
不
覚
者
を
引
連
れ
彦
右
衛
門
宅
へ
押
よ
せ
討
候
て
死
す
へ
し
。
左
様
に
お
は
し
召
立
候
へ
。
こ
こ
で
は
主
君
の
屋
敷
が
錬
欄
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
喧
嘩
の
経
緯
は
問
題
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
小
両
刀
を
奪
わ
れ
た
こ
と
は
、
当
事
者
本
人
に
と
っ
て
は
武
士
と
し
て
恥
ず
べ
き
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
事
者
自
身
が
解
決
す
べ
き
事
で
あ
り
、
他
の
武
士
た
ち
が
共
に
報
復
す
べ
き
理
由
と
は
な
り
え
な
い
。
「
彼
二
人
の
不
覚
者
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
不
覚
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
三
右
衛
門
と
武
右
衛
門
の
二
人
が
町
人
身
分
に
す
ぎ
な
い
者
と
喧
嘩
を
し
て
武
士
の
象
徴
と
い
っ
て
も
よ
い
自
ら
の
大
小
を
下
腰
の
者
に
奪
わ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
自
ら
の
行
為
が
原
因
と
な
っ
て
主
君
の
屋
敷
が
錬
掬
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
す
す
べ
が
な
か
っ
た
こ
と
、
に
対
す
る
憤
葱
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
三
右
衛
門
と
武
右
衛
門
の
二
人
が
主
君
の
長
崎
屋
敷
で
乱
暴
狼
籍
の
仕
打
ち
に
あ
っ
た
の
ち
、
彦
右
衛
門
屋
敷
を
発
撃
す
る
前
に
、
彼
ら
と
佐
賀
藩
長
崎
聞
役
伊
香
賀
利
右
衛
門
が
交
わ
し
た
と
さ
れ
る
次
の
言
葉
の
う
ち
、
二
人
に
対
す
る
利
右
衛
門
の
面
罵
同
然
の
非
難
も
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
二
人
の
彦
右
衛
門
屋
敷
襲
撃
の
行
動
に
拍
車
を
か
け
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。(
聞
役
が
)
絶
言
語
た
る
儀
其
ニ
ロ
両
人
之
入
何
分
に
相
決
居
候
哉
と
相
尋
候
得
者
、
此
節
之
仕
合
せ
残
念
至
極
二
存
侯
。
併
多
人
数
押
掛
参
何
分
二
働
候
て
も
不
及
力
斯
之
通
之
仕
合
二
侯
。
我
々
存
入
ハ
頓
テ
可
相
知
と
申
候
二
付
、
如
何
鉢
二
相
決
居
候
哉
、
其
場
を
不
適
打
果
候
江
者
能
有
之
侯
処
遁
シ
為
申
処
武
士
二
不
似
合
事
二
候
。
(
『
長
崎
閑
静
記
』
)
こ
の
よ
う
な
屈
折
を
う
ち
に
含
み
な
が
ら
も
、
探
堀
の
武
士
た
ち
の
行
動
は
、
高
木
彦
右
衛
門
の
下
人
た
ち
に
よ
る
主
君
の
屋
敷
の
錬
欄
と
い
う
「
法
外
の
致
方
」
へ
の
家
臣
の
報
復
と
し
て
理
解
さ
れ
、
の
ち
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
事
実
へ
の
潤
色
が
少
な
く
な
い
『
長
崎
港
草
』
巻
六
「
高
木
貞
親
滅
亡
」
で
は
三
右
衛
門
と
武
右
衛
門
が
大
小
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
O
一
方
、
探
堀
の
武
士
た
ち
の
落
ち
着
い
た
所
作
に
対
す
る
幕
閣
の
評
判
は
既
に
『
長
崎
閑
静
記
』
に
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
の
ち
強
調
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
彦
右
衛
門
所
押
懸
候
節
、
案
内
の
乞
其
上
式
台
の
兵
具
を
取
片
付
立
具
を
□
し
1
面
こ
な
し
手
配
の
致
様
、
借
彦
右
衛
門
を
打
果
候
上
家
内
火
の
元
取
静
、
本
望
達
候
上
ハ
町
所
を
騒
七
不
申
様
申
合
、
五
島
町
引
取
切
腹
の
覚
悟
二
而
検
使
相
待
侯
。
始
終
其
図
を
不
抜
無
残
所
為
落
着
事
共
、
こ
う
し
た
な
か
で
、
長
崎
喧
嘩
の
二
年
後
に
勃
発
し
た
赤
穂
事
件
(
浅
野
内
匠
頭
が
江
戸
城
中
で
吉
良
上
野
介
に
切
り
付
け
た
の
は
、
長
崎
喧
嘩
の
判
決
が
長
崎
奉
行
所
で
示
さ
れ
る
一
週
間
前
の
三
月
一
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
)
と
の
対
比
あ
る
い
は
関
連
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
o
佐
賀
藩
士
小
川
俊
方
の
手
に
よ
り
享
保
九
年
(
7
七
二
四
)
に
成
っ
た
『
焼
残
反
古
』
は
、
長
崎
喧
嘩
に
つ
い
て
述
べ
た
「
深
堀
の
者
長
崎
に
て
喧
嘩
の
事
」
の
次
に
「
浅
野
吉
良
と
刃
傷
之
事
」
を
載
せ
て
お
り
、
著
者
の
関
心
の
所
在
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
の
は
、
平
戸
藩
主
松
浦
清
山
が
文
政
四
年
(
1
八
二
1
)
か
ら
天
保
1
二
年
(
一
八
四
1
)
に
か
け
て
執
筆
し
た
『
甲
子
夜
話
』
の
続
編
巻
八
二
の
一
節
で
あ
る
。
清
山
は
そ
こ
で
「
(
長
崎
喧
嘩
の
経
過
を
述
べ
た
の
ち
)
是
よ
り
其
党
皆
深
堀
へ
還
り
、
こ
の
意
趣
を
仲
畢
り
、
悉
く
腹
切
て
死
し
け
る
。
今
に
深
堀
の
寺
こ
の
数
輩
の
墳
墓
並
び
立
て
、
江
戸
泉
岳
寺
に
在
る
義
士
の
墓
に
似
た
り
と
。
又
云
伝
ふ
O
此
年
は
赤
穂
義
士
夜
討
の
前
年
に
し
て
、
義
士
の
輩
こ
の
事
を
伝
聞
し
て
、
胸
中
密
に
復
讐
の
こ
と
を
促
が
せ
L
と
ぞ
O
長
崎
の
所
伝
こ
の
如
し
と
云
」
と
記
し
た
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
長
崎
の
所
伝
」
は
管
見
の
限
り
で
は
史
料
的
に
確
認
し
え
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
清
山
が
『
甲
子
夜
話
』
を
執
筆
し
て
い
た
時
点
ま
で
に
は
、
長
崎
喧
嘩
と
赤
穂
義
士
と
の
関
連
が
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
o
『
長
崎
港
草
』
が
、
三
右
衛
門
と
武
右
衛
門
を
支
援
し
高
木
彦
右
衛
門
屋
敷
を
襲
撃
し
た
深
堀
の
武
士
た
ち
の
装
束
を
、
「
皆
々
其
日
ノ
出
立
ハ
白
木
綿
三
ア
頭
ヲ
包
ミ
白
キ
衣
服
二
白
股
引
脚
衣
各
々
腰
二
札
ヲ
付
姓
名
記
シ
」
と
描
写
し
て
い
る
の
は
'
明
ら
か
に
『
忠
臣
蔵
』
な
ど
の
影
響
を
思
わ
せ
る
L
へ
彦
右
衛
門
屋
敷
へ
の
襲
撃
は
突
発
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
周
到
に
準
備
さ
れ
た
も
の
と
し
て
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
こ
で
は
も
は
や
、
「
御
大
法
」
と
の
関
連
は
何
ら
考
慮
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
い
わ
ば
武
士
の
あ
り
方
の
理
想
像
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
潤
色
に
は
現
実
的
な
理
由
が
あ
っ
た
。
事
件
直
後
の
一
般
の
武
士
た
ち
の
反
応
は
、
『
長
崎
闘
詳
記
』
に
記
さ
れ
た
探
堀
の
武
士
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
佐
久
間
正
一
六
九
人
の
流
刑
先
で
あ
る
福
江
(
五
島
)
藩
の
武
士
た
ち
の
「
各
御
車
と
な
た
こ
而
も
御
城
下
二
而
之
事
二
候
半
一
廉
御
褒
美
御
立
身
も
可
有
御
座
処
へ
長
崎
市
中
事
二
而
被
対
公
儀
此
方
江
被
相
越
侯
」
と
い
う
言
葉
や
、
「
各
々
は
武
士
之
手
本
た
る
御
方
に
て
候
得
ハ
'
格
別
之
御
取
持
仕
候
様
役
人
中
よ
り
も
被
申
付
候
」
と
い
う
言
葉
、
何
よ
り
端
的
な
「
義
之
為
罪
流
二
逢
フ
事
」
(
こ
の
部
分
、
『
長
崎
喧
嘩
録
』
で
は
「
今
度
の
御
流
刑
は
忠
義
の
た
め
に
し
て
全
く
御
私
に
非
ず
」
と
よ
り
鮮
明
に
記
さ
れ
て
い
る
)
に
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
長
崎
喧
嘩
に
示
さ
れ
た
深
堀
の
武
士
た
ち
の
行
動
は
、
武
士
の
あ
り
方
と
し
て
望
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
隠
蔽
あ
る
い
は
忘
却
さ
れ
つ
つ
(
『
焼
残
反
古
』
に
は
他
書
と
異
な
り
、
三
右
衛
門
と
武
右
衛
門
が
「
不
覚
者
」
で
は
な
い
有
様
が
描
か
れ
て
い
る
)
、
近
世
の
武
士
た
ち
に
と
っ
て
規
範
的
意
味
合
い
を
含
む
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
(
1
)
前
掲
『
長
崎
閑
静
記
』
㈲
に
拠
る
。
以
下
に
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、
同
様
で
あ
る
。
な
お
引
用
の
文
章
に
は
句
醗
点
を
付
し
た
。
(
2
)
天
和
三
年
(
〓
ハ
八
三
)
の
武
家
諸
法
度
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
企
新
儀
、
結
徒
党
、
成
誓
約
(
中
略
)
制
禁
之
事
」
(
第
五
条
)
、
「
喧
嘩
口
論
可
加
護
懐
。
私
之
評
論
制
禁
之
」
(
第
七
粂
)
。
(
C
O
)
六
四
七
年
、
幕
府
は
長
崎
警
備
の
た
め
、
九
州
・
中
国
の
諸
藩
に
命
じ
、
家
臣
を
長
崎
に
常
駐
さ
せ
、
木
津
と
の
連
絡
に
当
ら
せ
た
。
こ
れ
を
聞
役
(
聞
番
)
と
い
い
、
後
に
は
海
外
の
情
報
収
集
や
藩
の
交
易
に
も
あ
ず
か
っ
た
。
(
4
)
長
崎
喧
嘩
が
ま
さ
し
く
「
喧
嘩
」
(
喧
嘩
両
成
敗
法
が
適
用
さ
れ
る
)
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
こ
と
、
こ
の
点
が
赤
穂
事
件
と
は
決
定
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
四
長
崎
喧
嘩
の
波
紋
(
そ
の
二
)
一
で
紹
介
し
た
長
崎
喧
嘩
に
関
す
る
史
料
に
は
t
の
ち
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
高
木
彦
右
衛
門
の
分
を
超
え
た
著
り
こ
そ
が
彼
に
仕
え
る
下
人
た
ち
の
増
長
を
も
た
ら
し
、
長
崎
喧
嘩
の
原
因
と
な
っ
た
と
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
(
よ
り
直
接
的
に
彦
右
衛
門
の
事
件
へ
の
関
与
を
指
摘
す
る
も
の
す
ら
あ
る
)
。
し
か
し
'
『
長
崎
闘
詳
記
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彦
右
衛
門
の
下
人
た
ち
が
深
堀
官
左
衛
門
の
長
崎
屋
敷
で
狼
籍
を
働
い
た
の
ち
、
そ
れ
に
対
す
る
報
復
と
し
て
、
深
堀
か
ら
の
支
援
を
得
て
深
堀
三
右
衛
門
と
柴
原
武
右
衛
門
が
彦
右
衛
門
の
屋
敷
を
襲
撃
す
る
以
前
に
、
既
に
彦
右
衛
門
の
意
向
を
受
け
て
、
佐
賀
藩
の
長
崎
屋
敷
に
出
入
り
し
て
い
る
町
人
で
あ
り
彦
右
衛
門
と
も
懇
意
で
あ
っ
た
福
田
伝
左
衛
門
が
、
彦
右
衛
門
の
「
家
長
」
小
島
団
蔵
(
『
寛
宝
日
記
』
で
は
「
乙
名
」
と
さ
れ
て
い
る
)
な
る
も
の
を
伴
い
佐
賀
藩
長
崎
聞
役
伊
香
賀
利
右
衛
門
を
訪
問
し
、
「
昨
夜
よ
り
の
一
件
委
細
申
伸
、
此
節
の
儀
何
分
二
可
申
付
哉
、
兼
而
御
懇
意
二
被
仰
聞
彦
右
衛
門
二
御
座
候
得
ハ
、
如
何
様
共
御
手
前
様
御
指
図
の
通
可
申
付
候
。
此
旨
乍
略
儀
両
人
を
以
て
相
断
」
と
い
う
彦
右
衛
門
の
言
葉
を
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
彦
右
衛
門
が
事
件
に
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
(
冒
頭
に
引
用
し
た
『
町
人
考
見
録
』
の
〓
即
も
彦
右
衛
門
の
関
与
は
否
定
し
て
い
た
)
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
が
隠
蔽
さ
れ
あ
る
い
は
脱
落
す
る
に
つ
れ
て
、
福
田
伝
左
衛
門
は
事
件
後
彦
右
衛
門
に
組
す
る
人
物
と
し
(
1
)
て
記
さ
れ
、
小
島
団
蔵
は
主
人
彦
右
衛
門
の
権
勢
を
笠
に
着
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彦
右
衛
門
が
分
を
超
え
た
奪
り
に
増
長
し
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
'
い
わ
ば
事
件
に
お
い
て
悪
役
と
し
て
定
着
し
て
い
く
過
程
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
事
件
後
の
動
向
も
ふ
ま
え
、
長
崎
喧
嘩
の
意
味
す
る
も
の
、
そ
し
て
事
件
に
お
い
て
高
木
彦
右
衛
門
の
果
た
し
た
役
割
を
正
し
く
捉
え
て
い
く
た
め
に
は
、
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
一
七
、
一
八
世
紀
の
交
の
長
崎
と
そ
こ
に
お
け
る
彦
右
衛
門
の
実
像
に
つ
い
て
理
解
す
(
2
)
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
当
時
の
長
崎
は
近
世
を
通
じ
て
最
も
繁
栄
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
長
崎
に
入
港
し
た
中
国
船
の
数
が
年
間
一
九
四
隻
と
い
う
近
世
を
通
じ
て
最
高
と
な
っ
た
の
は
元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
に
象
徴
さ
れ
る
貿
易
の
隆
盛
を
背
景
に
、
元
禄
九
年
に
は
、
長
崎
の
人
口
は
近
世
を
通
じ
て
最
多
の
六
万
四
千
人
余
り
と
な
り
、
ま
さ
し
く
三
都
に
次
ぐ
勢
い
を
示
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
の
ち
長
崎
貿
易
の
中
枢
と
な
り
、
長
崎
奉
行
所
と
と
も
に
長
崎
町
政
の
中
心
と
も
な
る
長
崎
会
所
が
発
足
し
た
の
は
元
禄
1
1
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
課
題
と
の
関
連
で
必
要
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
、
元
禄
期
の
長
崎
と
高
木
彦
右
衛
門
の
姿
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
鎖
国
後
の
長
崎
の
死
命
を
制
し
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
と
の
貿
易
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
貿
易
で
は
1
七
世
紀
初
頭
に
始
ま
っ
た
糸
割
符
制
以
来
二
転
三
転
し
て
'
貞
享
二
年
二
六
八
五
)
に
は
初
め
て
貿
易
総
額
を
制
限
す
る
定
高
仕
法
が
採
用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
長
崎
貿
易
の
総
額
を
年
銀
九
千
貫
目
(
中
国
船
は
六
千
貫
目
、
オ
ラ
ン
ダ
船
は
三
千
貫
目
)
に
制
限
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
代
の
市
法
商
法
は
長
崎
町
中
に
は
多
大
の
利
益
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
そ
れ
に
よ
っ
て
打
撃
を
受
け
た
中
国
商
人
は
、
舶
載
貨
物
量
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
の
減
少
を
補
お
う
と
し
、
ま
た
元
禄
の
太
平
の
世
を
目
前
に
輸
入
物
資
に
対
す
る
需
要
は
著
し
く
増
大
し
て
い
た
か
ら
、
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
佐
久
間
正
t
八
中
国
船
は
多
数
来
航
す
る
よ
う
に
な
り
'
そ
れ
に
と
も
な
い
密
貿
易
も
多
発
し
て
い
た
。
そ
れ
へ
の
対
策
を
一
つ
の
理
由
に
唐
人
屋
敷
の
建
設
が
は
か
ら
れ
、
そ
れ
が
完
成
し
た
の
は
元
禄
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
定
高
仕
法
を
緩
和
さ
せ
る
中
国
船
の
舶
載
貨
物
の
残
余
(
本
来
は
積
み
戻
ら
ざ
る
を
え
な
い
)
願
売
り
の
法
が
既
に
定
高
仕
法
採
用
の
翌
年
に
は
始
ま
っ
た
。
こ
の
願
売
り
の
法
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
が
代
物
替
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
幕
府
は
、
運
上
金
上
納
を
条
件
に
、
定
高
を
超
過
し
た
舶
載
貨
物
を
銅
・
俵
物
・
諸
色
な
ど
と
物
々
交
換
す
る
こ
と
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
元
禄
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
法
を
建
議
し
た
の
が
、
冒
頭
に
引
用
し
た
『
町
人
考
見
録
』
の
「
攻
」
に
お
い
て
三
井
高
房
が
言
及
し
て
い
た
江
戸
商
人
伏
見
屋
四
郎
兵
衛
で
あ
っ
た
。
同
九
年
か
ら
は
、
代
物
啓
は
伏
見
屋
四
郎
兵
衛
の
手
を
離
れ
、
町
年
寄
を
中
心
に
長
崎
地
下
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
'
翌
年
か
ら
は
町
年
寄
を
免
ぜ
ら
れ
「
唐
船
お
ら
ん
た
代
物
替
之
惣
〆
役
」
(
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
)
に
任
ぜ
ら
れ
た
高
木
彦
右
衛
門
が
統
括
す
る
こ
と
に
な
る
。
代
物
替
は
順
調
に
進
め
ら
れ
へ
そ
の
功
も
あ
っ
て
、
彦
右
衛
門
は
元
禄
二
年
に
駕
龍
が
許
さ
れ
御
切
米
八
〇
俵
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
'
長
崎
奉
行
が
江
戸
か
ら
派
遣
さ
れ
幕
府
の
直
轄
地
と
さ
れ
た
長
崎
の
貿
易
実
務
と
町
政
の
事
実
上
の
最
高
責
任
者
は
、
地
役
人
の
筆
頭
の
町
年
寄
で
あ
っ
た
。
寛
永
以
降
は
、
高
木
(
作
右
衛
門
)
・
高
島
・
後
藤
・
高
木
(
彦
右
衛
門
)
の
四
家
の
当
主
が
世
襲
し
、
天
和
元
年
(
一
六
八
一
)
に
は
一
千
人
を
超
え
た
地
役
人
の
頂
点
に
立
っ
て
、
奉
行
の
支
配
の
も
と
彼
ら
を
管
轄
し
、
貿
易
実
務
と
実
際
の
町
政
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
O
元
禄
三
年
か
ら
同
五
年
ま
で
医
師
と
し
て
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
滞
在
し
た
ド
イ
ツ
人
ケ
ン
ペ
ル
(
1
六
五
1
-
1
七
一
六
)
は
、
そ
の
よ
う
な
町
年
寄
の
姿
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
長
崎
の
町
と
そ
の
住
民
は
、
長
崎
奉
行
の
配
下
に
置
か
れ
て
い
る
四
人
の
町
長
と
、
そ
の
下
役
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
る
。
町
長
は
、
1
年
毎
に
交
代
し
、
現
に
町
政
を
掌
っ
て
い
る
町
長
を
年
番
と
い
う
。
年
番
と
は
、
そ
の
年
の
当
番
町
長
と
い
う
意
味
で
'
1
年
間
同
僚
町
長
の
首
座
を
占
め
、
毎
日
奉
行
所
に
出
頭
し
て
、
そ
の
日
の
出
来
事
を
1
伍
一
什
洩
れ
な
く
報
告
す
る
と
と
も
に
、
困
難
な
問
題
や
疑
義
の
あ
る
場
所
は
、
自
ら
こ
れ
を
陳
述
し
、
も
し
そ
れ
が
特
別
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
、
ま
た
は
他
の
町
長
と
意
見
が
合
わ
な
い
場
合
(
3
)
に
は
、
与
力
に
助
力
し
て
も
ら
っ
て
解
決
す
る
か
、
奉
行
の
裁
定
に
委
ね
る
の
で
あ
る
。
こ
の
町
年
寄
の
定
員
は
元
禄
一
二
年
に
二
人
増
え
六
人
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
長
崎
の
町
中
に
お
い
て
従
来
あ
っ
た
内
町
(
全
二
六
町
)
と
外
町
(
内
町
の
後
に
町
建
て
さ
れ
市
街
化
し
た
地
域
、
全
五
四
町
)
の
区
別
が
こ
の
年
廃
止
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
そ
れ
ま
で
町
年
寄
の
下
で
外
町
の
町
政
に
あ
ず
か
っ
た
外
町
常
行
司
二
人
が
町
年
寄
に
昇
格
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
町
と
外
町
の
区
別
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
宿
町
・
付
町
制
な
ど
に
よ
る
長
崎
貿
易
に
関
す
る
負
担
お
よ
び
貿
易
利
銀
か
ら
の
地
下
配
分
銀
の
配
分
方
法
な
ど
は
全
町
同
一
と
な
り
、
長
崎
の
町
は
町
年
寄
の
下
に
ほ
ぼ
均
一
な
体
制
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
既
に
元
禄
九
年
に
長
崎
地
下
が
代
物
替
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
三
万
五
千
両
を
運
上
金
と
し
て
幕
府
に
上
納
し
て
い
た
が
、
内
町
と
外
町
の
区
別
が
廃
止
さ
れ
た
同
一
二
年
か
ら
は
、
地
下
配
分
銀
お
よ
び
長
崎
に
投
下
さ
れ
る
銀
を
金
1
1
万
両
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
定
高
貿
易
の
利
益
と
代
物
啓
の
利
益
な
ど
の
合
計
額
か
ら
差
し
引
い
た
額
を
運
上
金
と
し
て
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
下
配
分
銀
は
長
崎
貿
易
の
利
益
の
中
か
ら
長
崎
町
人
に
配
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
'
ま
さ
し
く
長
崎
の
人
々
の
生
活
を
支
え
長
崎
の
繁
栄
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
貿
易
と
運
上
金
・
地
下
配
分
銀
が
こ
の
時
期
に
こ
の
よ
う
に
緊
密
に
結
び
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
幕
府
が
幕
府
財
政
の
不
調
と
い
う
事
態
の
な
か
で
、
従
来
と
は
異
な
り
'
長
崎
貿
易
か
ら
の
利
益
を
幕
府
財
政
の
な
か
に
明
確
に
組
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
長
崎
の
町
を
支
え
る
地
下
配
分
銀
が
幕
府
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
O
後
者
の
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
宝
永
八
年
(
1
七
1
1
)
に
長
崎
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
大
岡
備
前
守
清
相
G
X
が
「
惣
じ
て
配
分
金
割
方
大
意
の
事
は
、
長
崎
地
下
人
一
同
の
潤
沢
に
成
り
候
ふ
様
に
と
申
し
付
け
侯
ふ
儀
専
要
た
る
べ
く
候
ふ
」
と
述
べ
る
と
お
り
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
内
町
と
外
町
の
廃
止
を
可
能
に
し
た
地
下
配
分
銀
の
制
度
的
確
保
は
、
幕
府
へ
の
運
上
金
の
上
納
と
い
う
代
価
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
都
市
長
崎
の
い
わ
ば
自
治
的
側
面
を
支
え
る
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
元
禄
一
二
年
に
至
る
過
程
を
偵
導
し
た
長
崎
の
中
心
人
物
の
1
人
が
他
な
ら
ぬ
高
木
彦
右
衛
門
で
あ
っ
た
以
上
、
彼
の
「
薯
り
」
を
長
崎
の
町
中
が
非
難
し
た
と
い
う
事
態
は
想
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
貿
易
お
よ
び
町
政
の
い
ず
れ
の
面
か
ら
言
っ
て
も
元
禄
期
の
長
崎
は
そ
の
近
世
に
お
け
る
歴
史
に
お
い
て
一
つ
の
劃
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
長
崎
に
お
け
る
元
禄
文
化
を
支
え
て
い
た
の
は
、
ま
さ
し
く
そ
こ
に
お
い
て
活
発
に
展
開
さ
れ
た
町
人
生
活
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
思
想
的
達
成
は
ま
さ
し
く
こ
の
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
西
川
如
兄
の
『
町
人
嚢
』
(
5
)
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
長
崎
の
町
人
社
会
の
中
心
に
、
長
崎
の
経
済
的
繁
栄
に
大
き
く
貢
献
し
、
町
年
寄
か
ら
幕
閣
に
直
属
す
る
存
在
へ
と
成
り
上
が
っ
た
高
木
彦
右
衛
門
が
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
長
崎
喧
嘩
は
勃
発
し
た
。
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
高
木
彦
右
衛
門
は
事
件
そ
の
も
の
に
は
直
接
関
係
が
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
深
堀
の
武
士
た
ち
の
報
復
の
目
標
と
さ
れ
殺
害
さ
れ
た
。
そ
し
て
幕
閣
の
裁
断
に
よ
っ
て
、
彦
右
衛
門
は
町
人
身
分
に
す
ぎ
な
い
者
と
さ
れ
、
彼
を
殺
害
し
た
深
堀
の
武
士
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
佐
久
間
正
二
〇
た
ち
は
公
儀
の
役
人
を
理
由
な
く
殺
害
し
た
と
い
う
理
由
で
は
な
く
、
「
大
勢
相
催
、
所
を
も
さ
は
か
し
候
儀
不
屈
至
極
」
と
い
う
理
由
で
死
罪
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彦
右
衛
門
の
息
子
彦
八
郎
は
「
親
彦
右
衛
門
討
取
候
節
、
其
場
江
も
不
出
合
儀
不
屈
至
極
」
と
い
う
町
人
と
し
て
は
苛
(
6
)
酷
と
思
わ
れ
る
理
由
に
よ
り
長
崎
追
放
の
身
と
な
り
、
高
木
家
の
家
財
屋
敷
は
開
所
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
当
時
の
長
崎
貿
易
の
実
務
上
の
最
高
責
任
者
の
家
は
滅
亡
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
上
述
の
背
景
を
考
え
れ
ば
、
幕
閣
が
高
木
彦
右
衛
門
家
を
断
絶
せ
し
め
て
も
、
長
崎
貿
易
の
遂
行
に
不
安
を
覚
え
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
『
寛
宝
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
長
崎
奉
行
は
長
崎
喧
嘩
に
関
す
る
判
決
申
渡
し
の
後
1
ヶ
月
も
経
た
な
い
四
月
1
五
日
に
、
高
木
彦
右
衛
門
跡
の
代
物
替
役
は
町
年
寄
六
人
が
三
人
ず
つ
一
年
交
替
で
勤
め
る
よ
う
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彦
右
衛
門
は
こ
う
し
て
過
去
の
人
と
な
っ
て
い
っ
た
O
否
、
単
に
忘
却
の
彼
方
に
追
い
や
ら
れ
て
い
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
探
堀
の
武
士
た
ち
の
行
動
は
武
士
の
面
目
を
発
揮
し
た
も
の
と
さ
れ
、
武
士
に
と
っ
て
規
範
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
高
木
彦
右
衛
門
に
は
有
り
体
に
言
え
ば
長
崎
喧
嘩
に
お
け
る
悪
役
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
長
崎
喧
嘩
が
町
人
の
目
か
ら
ふ
り
か
え
ら
れ
、
あ
れ
ほ
ど
に
権
勢
を
極
め
た
と
思
わ
れ
る
彦
右
衛
門
が
殺
害
さ
れ
、
そ
の
家
が
あ
え
な
く
投
落
し
、
そ
の
原
因
が
彼
の
家
の
下
人
の
武
士
に
対
す
る
分
を
超
え
た
狼
籍
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
と
き
、
三
井
高
房
が
事
件
の
背
景
に
そ
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
を
し
た
下
人
を
生
ぜ
し
め
た
彦
右
衛
門
自
身
の
「
著
り
」
を
兄
い
だ
し
た
の
は
、
当
時
に
お
い
て
自
然
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
豪
商
三
井
家
の
当
主
で
あ
る
高
房
に
と
っ
て
、
彦
右
衛
門
の
没
落
は
決
し
て
他
人
ご
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
『
町
人
考
見
録
』
自
体
そ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
一
族
と
子
孫
へ
の
警
告
の
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
彼
に
お
い
て
は
当
時
の
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
地
位
あ
る
い
は
町
人
の
身
の
処
し
方
の
あ
や
う
さ
が
深
く
実
感
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
被
支
配
身
分
た
る
町
人
か
ら
見
て
彼
ら
を
そ
の
よ
う
な
存
在
た
ら
し
め
て
い
る
身
分
秩
序
そ
の
も
の
が
、
自
ら
の
力
を
超
え
た
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
存
在
と
し
て
い
わ
ば
自
然
化
さ
れ
て
捉
え
ら
れ
て
い
く
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
何
ら
か
の
意
味
に
お
い
て
有
効
な
処
世
の
心
得
が
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
先
に
引
用
し
た
『
町
人
考
見
録
』
に
も
渡
厚
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
身
分
秩
序
に
即
し
た
生
き
方
逆
に
言
え
ば
自
ら
の
分
を
超
え
な
い
生
き
方
の
標
槽
以
外
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
高
房
の
み
な
ら
ず
当
時
の
町
人
を
対
象
と
す
る
町
人
の
手
に
な
る
著
作
に
お
い
て
、
町
人
道
徳
あ
る
い
は
町
人
意
識
が
そ
の
よ
う
な
色
彩
に
彩
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
上
の
点
か
ら
見
て
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
長
崎
喧
嘩
が
人
口
に
槍
失
さ
れ
高
木
彦
右
衛
門
の
滅
亡
と
い
う
事
態
か
ら
処
世
の
た
め
の
心
得
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
と
き
、
人
々
へ
の
衝
迫
力
を
強
め
る
べ
く
彦
右
衛
門
の
町
人
の
分
を
超
え
た
馨
り
が
潤
色
さ
れ
る
と
と
も
に
、
没
落
を
予
想
せ
し
め
る
因
果
薄
が
創
作
さ
れ
、
長
崎
喧
嘩
は
一
種
伝
奇
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
最
も
そ
の
特
徴
が
著
し
い
も
の
の
1
つ
と
思
わ
れ
る
『
長
崎
高
木
彦
右
衛
門
滅
亡
見
聞
実
録
』
で
は
、
彦
右
衛
門
の
江
戸
か
ら
の
下
向
の
有
様
に
つ
い
て
「
誠
に
善
美
を
尽
し
目
出
度
帰
り
し
事
と
も
な
り
。
諺
に
云
ご
と
く
、
五
更
に
は
か
な
き
燈
火
消
ん
と
す
る
と
き
光
り
を
増
か
如
し
。
い
せ
い
在
り
て
道
な
き
も
の
の
か
な
ら
す
亡
ふ
」
と
述
べ
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
妖
怪
譜
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
彦
八
郎
永
重
は
じ
め
て
男
子
口
産
り
。
是
則
嫡
子
な
り
と
て
1
門
他
門
馳
集
り
て
嘉
祥
す
る
事
移
し
。
赤
子
出
生
し
て
一
七
日
の
夜
ロ
ニ
血
の
道
収
に
よ
り
殿
居
の
女
房
た
ち
み
な
み
な
数
日
の
労
れ
を
休
め
ん
と
暇
な
れ
ハ
休
足
せ
L
に
、
夜
更
て
人
静
り
て
後
、
赤
子
乳
母
の
懐
よ
り
這
出
て
燈
に
立
懸
り
油
を
呑
ん
て
、
燈
消
ん
と
す
る
時
乳
母
の
懐
に
入
り
て
ま
た
元
の
赤
子
な
り
ぬ
。
乳
母
驚
き
た
へ
人
ら
ん
と
し
た
け
れ
ど
も
心
を
お
さ
め
て
夜
を
明
し
、
夜
明
け
て
人
に
か
た
ら
ん
と
お
も
入
た
れ
ど
も
、
い
か
な
る
春
め
も
あ
ら
ん
か
と
空
病
し
て
暇
を
得
た
り
。
其
後
乳
母
数
人
か
わ
り
た
れ
ど
も
如
何
な
る
事
と
か
た
る
人
な
し
。
局
の
老
母
不
思
儀
に
お
も
ひ
ね
る
ふ
り
し
て
伺
い
見
る
に
、
そ
の
夜
ま
た
ゆ
ゆ
し
き
事
と
も
な
り
。
い
か
さ
ま
乳
母
が
足
を
と
め
ざ
る
を
断
り
と
お
も
ひ
息
を
詰
て
見
い
る
に
、
油
を
呑
し
ま
で
は
六
根
不
具
の
事
な
り
L
に
後
寝
を
み
る
に
首
ハ
曽
て
な
し
。
不
思
義
と
い
ふ
も
余
な
り
L
に
お
も
ひ
て
人
に
も
か
た
ら
す
知
人
な
し
。
永
貞
落
去
の
後
物
が
た
り
の
割
符
を
合
せ
り
。
滅
後
か
つ
て
生
死
の
沙
汰
な
し
。
是
則
妖
怪
な
る
へ
し
。
そ
し
て
、
『
長
崎
高
木
彦
右
衛
門
滅
亡
見
聞
実
録
』
と
同
系
列
の
写
本
と
推
定
さ
れ
る
『
高
木
家
騒
動
見
聞
記
』
の
末
尾
は
、
「
(
彦
右
衛
門
は
)
薯
き
□
し
て
不
適
日
々
に
増
長
し
、
終
に
は
家
を
亡
す
事
天
命
と
ハ
云
な
か
ら
是
非
も
な
き
次
第
也
。
後
人
愛
を
以
て
常
二
其
身
を
慎
ミ
て
道
に
背
く
事
不
可
有
之
事
な
り
」
と
い
う
教
誠
の
言
葉
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
ら
と
は
異
な
っ
た
系
列
の
写
本
で
あ
る
『
深
堀
喧
嘩
記
』
も
冒
頭
に
「
盛
ル
者
ハ
必
衰
ル
之
理
リ
有
ル
ト
ハ
誠
ト
成
ル
哉
。
古
ヨ
リ
今
二
至
ル
迄
、
君
之
権
威
ヲ
仮
私
之
勢
ヲ
挿
フ
輩
、
或
ハ
国
ヲ
亡
シ
家
ヲ
不
失
ト
云
事
ナ
シ
」
と
い
う
教
訓
を
記
し
た
の
ち
、
事
件
の
記
述
に
移
っ
て
い
た
。
ま
さ
し
く
長
崎
喧
嘩
は
三
井
高
房
の
理
解
の
延
長
上
で
そ
の
教
訓
性
を
著
し
く
強
め
潤
色
さ
れ
な
が
ら
、
人
々
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
佐
久
間
正
二
二
(
1
)
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
事
件
後
も
団
蔵
は
罪
を
谷
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
が
、
『
攻
浦
又
綴
』
所
引
の
記
事
で
は
、
事
件
に
連
座
し
て
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
(
2
)
こ
の
時
期
の
長
崎
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
も
の
で
は
前
掲
の
『
長
崎
県
史
対
外
交
渉
編
』
お
よ
び
中
村
質
『
近
世
長
崎
貿
易
史
の
研
究
』
(
吉
川
弘
文
館
、
1
九
八
八
)
に
詳
し
い
。
(
3
)
ケ
ン
ペ
ル
『
日
本
誌
-
日
本
の
歴
史
と
紀
行
-
也
(
今
井
正
訳
、
上
下
二
巻
、
霞
ヶ
関
出
版
、
一
九
七
三
)
第
四
巻
第
二
葦
。
(
4
)
大
岡
清
相
『
崎
陽
群
敵
』
(
中
田
易
直
・
中
村
質
校
訂
、
近
藤
出
版
社
、
1
九
七
四
)
に
拠
る
。
(
5
)
西
川
如
兄
の
町
人
意
識
な
ど
に
つ
い
て
は
か
つ
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
「
西
川
如
見
論
-
町
人
意
識
、
天
学
、
水
土
論
1
」
(
『
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
人
文
科
学
篇
』
第
2
6
巻
第
1
号
、
一
九
八
五
)
参
照
。
(
6
)
こ
の
処
罰
理
由
は
、
赤
穂
事
件
の
後
に
書
良
家
の
当
主
義
周
が
処
罰
さ
れ
た
理
由
と
同
じ
で
あ
る
(
『
徳
川
実
記
』
元
禄
四
年
二
月
四
日
の
条
、
参
照
)
。
こ
の
共
通
性
の
う
ち
に
、
親
に
対
す
る
子
の
責
務
と
い
う
点
で
は
身
分
に
関
わ
り
が
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
高
木
家
の
処
断
に
あ
る
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
課
題
と
の
関
連
で
'
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
考
え
ら
れ
る
二
点
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
1
は
、
山
本
常
朝
が
、
高
木
彦
右
衛
門
屋
敷
の
襲
撃
を
頂
点
と
す
る
深
堀
の
武
士
た
ち
の
直
情
的
な
行
動
に
現
れ
た
意
識
を
、
r
無
分
別
」
と
い
う
屈
折
し
た
表
現
に
よ
っ
て
捉
え
た
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
そ
の
意
識
が
当
時
の
武
士
た
ち
の
内
面
に
お
い
て
必
ず
し
も
支
配
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
常
朝
自
身
が
「
長
崎
喧
嘩
の
無
分
別
」
と
と
も
に
赤
穂
浪
士
の
行
動
の
う
ち
に
彼
が
兄
い
だ
し
た
人
に
「
褒
ら
1
る
仕
様
は
上
手
な
」
「
上
方
風
の
打
上
り
た
る
武
士
道
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
に
明
瞭
で
あ
る
O
常
朝
の
「
長
崎
喧
嘩
の
無
分
別
」
と
い(1
)
う
表
現
に
こ
め
ら
れ
た
、
主
君
と
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
結
び
つ
き
を
あ
く
ま
で
前
提
と
し
主
君
に
加
え
ら
れ
た
恥
辱
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
意
識
と
、
主
君
の
家
の
存
続
を
第
一
義
と
す
る
意
識
と
の
衝
突
は
、
長
崎
喧
嘩
の
事
後
の
経
緯
の
う
ち
に
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
彦
右
衛
門
屋
敷
襲
撃
後
、
長
崎
奉
行
所
に
届
け
出
る
者
の
リ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
佐
賀
藩
長
崎
聞
役
伊
香
賀
利
右
衛
門
と
深
堀
の
家
臣
田
代
喜
左
衛
門
と
の
間
の
や
り
と
り
に
う
か
が
わ
れ
る
も
の
は
そ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
利
右
衛
門
は
、
襲
撃
し
た
も
の
の
志
は
皆
同
じ
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
届
け
出
る
者
を
限
定
し
よ
う
と
し
な
い
書
左
衛
門
に
対
し
て
、
そ
れ
は
「
自
分
の
意
地
」
の
み
を
立
て
る
こ
と
(
そ
れ
は
武
士
と
し
て
の
「
外
聞
」
を
輝
か
す
こ
と
と
同
義
で
あ
る
)
で
あ
り
、
そ
れ
が
深
堀
鍋
島
家
さ
ら
に
は
佐
賀
木
津
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
を
考
慮
し
な
い
立
場
だ
と
い
う
。
「
御
公
私
し
不
顧
後
難
自
分
の
意
地
を
立
候
処
不
宜
」
と
い
う
利
右
衛
門
の
言
は
、
そ
の
端
的
な
表
明
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
襲
撃
後
の
佐
賀
藩
側
の
事
件
処
理
を
全
体
と
し
て
規
制
し
て
い
る
も
の
は
そ
れ
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
徳
川
武
士
は
い
わ
ば
こ
の
両
者
の
狭
間
の
う
ち
に
自
ら
の
武
士
と
し
て
の
生
き
ざ
ま
を
兄
い
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
'
「
自
分
の
意
地
」
を
貫
く
生
き
方
は
彼
ら
が
置
か
れ
た
歴
史
的
社
会
的
状
況
に
お
い
て
も
は
や
安
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
周
囲
と
の
軌
礫
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
常
朝
が
長
崎
喧
嘩
に
お
け
る
そ
う
し
た
意
識
・
行
動
の
現
れ
を
「
無
分
別
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
そ
の
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
O
そ
し
て
さ
ら
に
い
え
ば
、
彼
ら
が
「
自
分
の
意
地
」
を
貫
く
こ
と
が
当
時
の
武
士
社
会
に
お
い
て
「
無
分
別
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
徳
川
社
会
を
支
え
る
(
精
神
)
は
、
よ
り
限
定
し
て
言
え
ば
、
支
配
身
分
で
あ
る
武
士
た
ち
を
幕
藩
制
的
秩
序
へ
と
動
員
す
る
主
従
制
原
理
は
、
実
は
彼
ら
の
意
識
の
あ
る
側
面
(
2
)
と
は
微
妙
に
ズ
レ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
点
は
既
に
ふ
れ
た
か
ら
こ
こ
で
は
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
が
(
し
か
し
思
想
史
的
な
事
柄
と
し
て
は
決
し
て
簡
単
に
見
過
ご
し
て
よ
い
こ
と
で
は
な
い
)
、
長
崎
と
い
う
幕
府
直
轄
地
に
お
い
て
町
人
と
し
て
行
政
・
貿
易
の
両
面
に
わ
た
っ
て
地
役
人
の
頂
点
を
極
め
幕
閣
に
直
属
す
る
存
在
に
成
り
上
が
っ
た
高
木
彦
右
衛
門
の
家
が
、
彦
右
衛
門
自
身
に
直
接
的
責
任
が
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
断
絶
し
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
に
関
し
て
で
あ
る
O
事
件
に
関
す
る
幕
閣
の
評
議
な
ど
に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
探
堀
-
鍋
島
側
に
対
し
て
は
擁
護
と
い
っ
て
も
よ
い
発
言
が
見
ら
れ
る
が
、
彦
右
衛
門
に
つ
い
て
は
何
ら
肯
定
的
な
言
及
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
に
彦
右
衛
門
は
人
々
に
そ
の
「
薯
り
」
が
こ
こ
ろ
よ
く
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
徳
川
社
会
の
現
実
に
対
す
る
無
知
を
示
す
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
後
処
理
を
も
含
む
長
崎
喧
嘩
を
貫
い
て
い
る
の
は
武
士
の
論
理
で
あ
り
、
そ
の
武
士
の
論
理
は
山
本
常
朝
が
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
否
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
「
長
崎
喧
嘩
」
の
波
紋
佐
久
間
正
二
四
ら
な
い
の
は
、
支
配
身
分
た
る
武
士
が
共
有
す
る
と
こ
ろ
の
利
害
意
識
有
り
体
に
い
え
ば
支
配
者
た
る
身
分
1
階
級
意
識
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
町
人
身
分
を
脱
却
し
幕
閣
直
属
の
身
分
に
成
り
上
が
っ
た
か
に
見
え
た
彦
右
衛
門
す
ら
町
人
身
分
た
る
町
年
寄
の
上
席
に
す
ぎ
な
い
と
裁
断
し
、
そ
の
家
の
断
絶
を
決
定
し
て
何
ら
は
ば
か
ら
な
い
意
識
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
意
識
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
社
会
は
、
被
支
配
者
た
る
町
人
の
側
か
ら
見
れ
ば
あ
や
う
さ
こ
の
上
な
い
社
会
で
あ
ろ
う
。
「
分
を
守
る
」
こ
と
が
町
人
を
含
め
庶
民
道
徳
の
根
幹
に
置
か
れ
た
こ
と
は
、
以
上
の
点
か
ら
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
分
を
守
る
」
こ
と
は
単
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
権
力
的
に
上
か
ら
人
々
に
強
制
さ
れ
た
も
の
と
の
み
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
被
支
配
者
た
る
庶
民
に
と
っ
て
現
実
的
な
意
味
を
も
っ
(
3
)
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
町
人
に
と
っ
て
抗
う
こ
と
の
で
き
な
い
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
鋭
く
示
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
た
も
の
が
、
他
な
ら
ぬ
長
崎
喧
嘩
に
よ
る
高
木
彦
右
衛
門
家
の
断
絶
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
(
1
)
こ
の
よ
う
な
意
識
を
、
石
井
紫
郎
氏
は
「
パ
テ
ィ
キ
ユ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
捉
え
、
幕
藩
制
下
の
武
士
を
め
ぐ
る
現
実
の
1
つ
の
特
質
を
、
大
名
以
下
1
椴
の
武
士
個
人
に
至
る
ま
で
の
藩
パ
テ
ィ
キ
ユ
ラ
リ
ズ
ム
か
ら
個
人
の
パ
テ
ィ
キ
ユ
ラ
リ
ズ
ム
に
至
る
そ
の
重
層
性
の
う
ち
に
兄
い
だ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
か
ら
、
「
藩
パ
テ
ィ
キ
ユ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
思
想
の
典
型
が
『
葉
隠
』
と
さ
れ
る
の
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
前
掲
「
解
説
し
、
参
照
。
(
2
)
こ
の
「
ズ
レ
」
の
問
題
を
、
幕
藩
制
社
会
の
「
国
制
」
あ
る
い
は
「
精
神
構
造
」
と
い
う
視
角
か
ら
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
、
前
掲
の
石
井
紫
郎
氏
や
田
原
嗣
郎
氏
の
研
究
で
あ
る
が
、
石
井
氏
は
そ
れ
を
「
職
分
」
の
体
系
と
パ
テ
ィ
キ
ユ
ラ
な
主
従
制
と
の
間
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
田
原
氏
は
「
仁
政
」
の
思
想
と
「
御
家
」
の
思
想
と
の
間
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
(
3
)
こ
の
「
分
」
は
ま
た
現
実
生
活
に
お
い
て
あ
る
積
極
的
な
内
容
を
も
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
「
職
分
」
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
、
日
常
生
活
に
お
け
る
生
業
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
き
、
人
々
の
生
活
を
そ
の
面
か
ら
も
律
す
る
生
き
た
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
分
-
職
分
を
め
ぐ
っ
て
は
、
徳
川
社
会
と
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
意
識
-
行
動
を
理
解
し
て
い
く
う
え
で
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
間
鳶
が
存
在
す
る
。
そ
の
具
体
的
な
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
る
ほ
か
は
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
前
掲
の
石
井
紫
郎
「
解
説
」
が
有
力
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
二
九
九
〇
年
四
月
二
十
八
日
受
理
)
